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【配布したチラシ】 

  

Project 

⑮ 
地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

いさ鉄応援隊が国際政治の観点から 

持続可能な地域モデルを提案するプロジェクト 

【メンバー】 [学   生]  鈴木 花/松田 愛優梨/高家 蒼彩/藤野 文/高木 美命/熊谷 未有 

佐藤 光/山本 詩央里 

[担当教員]  宮崎 悠 

 

【背景】 

道南地域の主要都市、函館市の主要産業である観光産業が新型コロナウイルスの流行により大幅に減

少。その状況下で道南を盛り上げる方法の1つとして、地元の人に道南いさりび鉄道を使って旅をし、道南の

魅力を深く知ってもらおうと考えた。 

 

【目的】 

道南地域を走る「いさりび鉄道」と北斗市のゆるキャラである「ずーしーほっきー」のコラボ動画を作成・発信

し、地元の人にもっと道南を知ってもらい、消費活動につなげる。また、SNSを通して道外の人にも道南の魅力

を知ってもらい、アフターコロナの集客につなげる。そして活動を通し、学生自らの道南への理解を深める。 

 

【概要】 

函館市企画部計画推進室政策推進課をはじめ、近隣自治体（北斗市、木古内町）と提携して、函館と木古

内を結ぶローカル鉄道“道南いさりび鉄道”を舞台に、地域おこし応援隊（道南いさりび鉄道地域応援隊）の活

動を行う。 

【プロセスと成果】 

 

～前期のプロセス～ 

・動画のコンセプトについての話し合い 

・函館市、北斗市、木古内町との打ち合わせや日程調整 

・取り上げるスポットの調査 

・動画の拡散方法について話し合い 

～前期の成果～ 

函館市や北斗市、木古内町、道南いさりび鉄道さんらが協力してくれることになり、 

自分たちだけではできない大きなプロジェクトを動かせることになった。 

 

 

 

～後期のプロセス～ 

・ずーしーほっきーとの動画撮影 

・動画編集 

・SNSの運営 

・夜景列車でのアナウンス 

・チラシの配布 

～後期の成果～ 

撮影、動画編集を経てYouTubeで動画公開することができた。 

SNS活動や夜景列車に参加して動画の拡散を進められた。  

【ずーしーほっきーと撮影している様子】 
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【総括と反省・今後の課題】 

〇総括 

・前後期を通して、周辺地域の協力もあり、例年よりも大きなプロジェクトになった。 

・フィールドワークや事前調査を通して、道南地域について親しみを持てるようになった。 

・YouTubeでの公開動画の総再生数が 500回越え、TikTok総再生数 3000回越え。（2022年１月時点） 

・SNS総フォロワー数が 274人となった。 

  

 
〇今後の課題 

・前期の活動としてSNS活動が挙げられたが、開設はしたもののアップできる写真がなく放置してしまってい

た。もっと早い段階からアカウントを動かし、フォロワー数を稼ぐべきだった。 

・前期で動画の拡散方法として、SNS活動で日本中に届けようと考えていたが、それだとバズらないとなかな

か日本中には広がらない。よって今後の課題としては動画の拡散方法の見直しが挙げられる。 

・前後期を通して仕事の偏りが出てしまった。 

・SNSだけではなく地域の方々へのイベントを開催できればよかった。 

【地域からの評価】 

 

・北海道新聞の夕刊に夜景列車の様子を取り上げ

てもらい、動画についても宣伝させてもらえ

た。（92ページに掲載） 

・Twitter を経由し函館経済新聞 Web ニュースの

取材を受けた。 

・木古内町出身の方からこの活動をニュースで知

っていただき、応援のお手紙、資料をいただい

た。（下写真） 

 

 

 

【その他】 

 

～年間スケジュール～ 

〇前期 

４月  仕事内容振り分け、ずーしーほっきーへの

出演依頼 

５月  函館市への企画説明、SNSアカウントの開設 

６月  撮影ストーリー案の作成、ポスター制作 

７月  函館市、北斗市、木古内町、道南いさりび鉄

道との打ち合わせ、撮影場所下見 

 

〇後期 

10月 撮影準備（日程表、絵コンテ製作等） 

11月 動画撮影、動画制作、SNS活動 

12月 動画公開、夜景列車参加、SNS活動 

ポスター貼り付け 

１月 SNS活動、最終発表会 


